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（⼀社）ACCD⼤学コンソーシアムは、さまざまな⼤学の教職員・研
究者から構成されるコンソーシアムです。アートを中⼼的な⼿法に
位置付けたワークショップの研究と実践に取り組んでいます。

研�開発チーム

演劇で、カフェ型健康教室
みんなで��し��を�えるワークショップ型イベントのご�内

「演劇×カフェ型健康教室」は、健康や医療をテーマ
に、医療者と地域住⺠の⽅々が⼀緒に語り合うワーク
ショップです。俳優による演劇を観て、お芝居の創作
に取り組むことを通して、楽しみながら対話すること
ができます。薬剤師さんと地域のひとたちのコミュニ
ケーションや、地域のひとたちが集まる場づくりの機
会として、ぜひご活⽤ください。

このプログラムの原案は、杉浦地域医療振興助成「演劇を⽤いた地
域に開かれたカフェ型健康教室の開発と評価〜多職種連携による糖
尿病劇場の経験を踏まえて〜」の成果として開発されました。

イベント企画運営のご案内

薬局で、地域のひとたちがあつまる

��コミュニティをつくる�

このような薬局さまにおすすめです

研究代表
岡崎研太郎
九州⼤学⼤学院医学研究院�地域医療教育ユニット�助教

地域のひとたちに向けた「健康教室」などのイベントを、新しい形で実施したい。
イベント内容に悩んでおり、ファシリテーションの専⾨家と相談したい。
地域のひとたちが気軽に集まれるコミュニティとしての薬局を⽬指したい。

⼀��団��ACCD⼤�コンソーシアム

現時点でイベント内容が固まっていない場合も、お打ち合わせのな
かで決めていくことが可能です。まずはお気軽にご相談ください。

⼀般社団法⼈ACCD⼤学コンソーシアム
所在地 京都市下京区岩⼾⼭町440江村ビル3F
Mail ���accd@accd-c.org
WEB ��http://www.accd-c.org/



所要時間 ９０分×１回
定員   ２０名ほど
テーマ例 糖尿病、認知症

イ ベ ン ト の 内 容

対象者  地域にお住まいの⽅、薬局のスタッフ
必要⼈員 演劇ファシリテーター  ２名
     医療職種の専⾨家（講師）１名（※）

プログラムの��

��の��

お 問 い 合 わ せ は こ ち ら か ら

��者の声

⼀般社団法⼈ACCD⼤学コンソーシアム
Mail �accd@accd-c.org
薬局でのイベントの実施をご検討中の⽅は、ぜひ⼀度ご相談ください。
イベントの実施に向けては、60分×数回の打ち合わせを実施させていただきます。
本プログラムのご紹介WEBサイトには、右記のQRコードからアクセスできます。

薬局の待合スペースで実施すること
も可能です。会場については、事前
のお打ち合わせでご相談ください。

俳優が、糖尿病や認知症などのテー
マについて、⽇常⽣活で困りそうな
シーンを再現します。

参加された⽅と、お芝居のテーマに
なりそうな「ジレンマ」を考え、再
現ドラマを創作し発表します。

いろいろな薬剤師さんや参加者の⽅
とお話できて、とても視野が広がり
ました。お芝居の創作は緊張もした
けど、とても楽しかったです。

患者さん側を演じてみて、はじめて
気づく感覚がありました。患者さん
のいろんな気持ちを想像して、寄り
添った対応を⼼がけたいです。

医療従事者 地域の⽅

家族やお友達には、かえって聞きづらいこと、相談しづらいことってありますよね。
このワークショップでは、参加者同⼠で「お芝居をつくる・発表する・観る」という活動を通し
て、健康や医療に関する気持ちを⾃然と共有し、客観的に受け⽌めることができます。
演劇のアーティストによるファシリテーションのもとで、健康や医療について「⽇常⽣活で困りそ
うな出来事」をお芝居で再現して、観劇して、参加者同⼠での対話を深めていきます。

WEBサイトへのアクセスはこちらから


